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¿g. 1 《コルビー詩篇》詩篇第 7篇イニシアル D 「ライオンと闘う
ダヴィデ」 800-810年頃　コルビー アミアン、市立図書館、
Ms. 18, fol. 6r
¿g. 2 《コルビー詩篇》詩篇第 151篇イニシアル P「ダヴィデと
ゴリアテの戦い」800-810年頃　コルビー アミアン、市
立図書館、Ms. 18, fol. 123v
¿g. 3 《ヴェスパシアン詩篇》詩篇第 52篇イニシアル D「ライオン
と闘うダヴィデ」8世紀第二四半期　カンタベリー ロンドン、
大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A. I., fol. 153r
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¿g. 4 《ハーレー福音書》ルカ福音書冒頭のイニシアル Q「ザ
カリアへのお告げ」800年頃　アーヘン、アダ派　ロン
ドン、大英図書館、Ms. Harley 2788, fol. 109r
¿g. 5 《ハーレー福音書》ルカ福音書冒頭「福音書記者ルカの肖像／ザカリアへの
お告げ」800年頃　アーヘン、アダ派　ロンドン、大英図書館、
 Ms. Harley 2788, fol. 108v-109r
¿g. 6 福音書写本断片「ザカリアへのお告げ」800年頃（?） アーヘン、アダ派（?）
ロンドン、大英図書館、Ms. Cotton Claudius B. V., fol. 123v
¿g. 7 《ドロゴ典礼書》イニシアル C「キリスト昇天」845-855年頃　メッツ、
メッツ派　パリ、フランス国立図書館、Ms. Lat. 9428, fol. 71v
¿g. 8 《ドロゴ典礼書》イニシアル D「マギの礼拝」845-855年頃　メッツ、
メッツ派　パリ、フランス国立図書館、Ms. Lat. 9428, fol. 34v
















































































を当てはめたのが 8世紀末の《ジェローヌの典礼書》（パリ、国立図書館、Ms. Lat. 12048）と呼ばれる典
礼書写本のイニシアルであった 20。《コルビー詩篇》では例えば詩篇第 151篇の「ダヴィデとゴリアテの戦い」






















福音書のイニシアル I（fol. 72r）、ヨハネ福音書のイニシアル I（fol. 162r）は、組紐模様による幾何学的な
文字の節に付けられたメダイヨンの中に福音書記者らの胸像を表しており、ルカ福音書の冒頭のイニシアル
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